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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、1850 年代からロシア帝国が崩壊する 1910 年代までの

時期を対象として、ロシア帝国の東アジアに対する外交政策、これに対する清朝、朝鮮、そし

て日本の対応をみながら、その過程で“東北アジア”とよばれる地域が、どのように形成され

たかについて、実地調査と史料・文献研究の両面から考証することを目的とした。ロシア連邦、

モンゴル、中国において実地調査をおこなったほか、ヨーロッパ、米国、韓国などの文書館に

おいても史料調査を実施し、オーストラリア国立大学東北アジア研究プロジェクトと共催で研

究集会をおこなうなど、成果の海外発信にも留意した。

 
研究成果の概要（英文）：This project traces changes in Imperial Russian foreign policy toward East 

Asia and Qing China, Japan and Korean responses to Russia from the mid 19th century to 1917. It 

investigated when and how the regional concept of “Northeast Asia” appeared on the world map.  The 

project was implemented through field work at historical sites in the Qing-Russian border area and also 

by archival research in Russia, China, Korea, and European countries.  Several international workshops 

discussing “Imperial Russia and Northeast Asia” were organized in Australia and Japan.     
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１．研究開始当初の背景 
  

従来、日本の学界においては、ロシア史研
究と東アジア史研究は別個の研究分野とさ
れ、両研究領域の研究者が共同研究をおこな
うことは稀であった。近年、注目をあびる「東
北アジア」という地域が、ひとびとに認識さ
れるのは、19 世紀後半以降のことである。つ
まりロシア帝国の東アジアへの進出と「東北
アジア」という地域の成立は不可分に結びつ
いていることに着目し、ロシア史研究者と、
東アジア国際関係史・地域史研究者が、国際
関係の展開と地域の形成という角度から、共
同研究をおこなうこととした。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題では、19 世紀中葉以降 20 世紀
初頭まで、具体的には愛琿・北京条約が締結
された、1850 年代からロシア帝国が崩壊す
る 1910 年代までの時期を対象として、ロシ
ア帝国の東アジア（清朝中国、日本、朝鮮）
に対する外交政策、これに対する清朝、朝鮮、
日本の対応を検討しながら、「東北アジア」
という地域が、どういう過程をへて形成され
るに至ったかという視点から、フィールドワ
ークをもおこないながら、あらたな地域史像
と国際関係観を構築することを意図した。 
 
３．研究の方法 
 
（1）研究組織は、近代東アジア国際関係史
研究者とロシア史研究者からなる「外交・国
際関係班」（ロシア史料担当 3、漢文史料担当
2、満洲語史料担当 1）と、東北アジア地域史
研究者とロシア史研究者による「地域動態
班」（ロシア史料担当 3、漢文史料担当 2、満
洲語史料担当 1）の二班から構成された。「外
交・国際関係班」は、対象とする時期の、ロ
シア帝国と清朝中国を中心に、朝鮮そして日
本との外交関係の展開を、具体的な文書史料
をもとに分析した。「地域動態班」は「東北
アジア」という地域が形成される過程を、現
地の諸勢力の視座から、さらに当該地域での
経済圏形成に国際関係がどう影響をあたえ
たか、という視点から、両班の合同討議によ
り研究課題に取り組んだ。 
 
（2）当該研究課題に関連する、歴史的に重
要な地域（とくに露清両国の交渉の場で、日

本の研究者が、従来、訪れることが稀であっ
た、ロシア連邦内のネルチンスク、キャフタ、
および中国内のチチハルなど）への実地調査。 
 
（3）ロシア、中国、韓国、ヨーロッパの文
書館および図書館などに保管される、研究課
題に関連する、文書史料と文献資料の調査。 
 
４．研究成果 
 
 具体的な研究成果として、 
（1）史跡調査については、2007 年度には、
中華人民共和国（新疆ウイグル自治区）、カ
ザフ共和国、2008 年度は、モンゴル、ロシ
ア連邦（ブリヤート共和国）、2009 年度には
ロシア連邦（極東地域）、中国（東北地方）
において実施し、あわせて現地の郷土史家と
も意見交換をおこなった。 
 
（2）史料・文献調査は、ロシア（サンクト・
ペテルブルグ、ウラディヴォストークなどの
文書館）、中国（北京、ハルビン、瀋陽の文
書館）、米国（ハーヴァード大学燕京図書館、
米国議会図書館など）、英国（国立文書館、
英国図書館など）、ドイツ連邦（ボン大学中
央アジア言語文化研究室、ベルリン国立図書
館など）において、研究計画に関わる資料を
調査した。 
 
（3）研究実施期間中、毎年度 2 回の研究会
を開催したほか、12th European Conference for 
Japanese Studies（イタリア・レッチェ、2008
年度）、Central Eurasian Studies Society 8th 
Annual Conference（米国・シアトル、2007 年
度）、ソウル国立大学アジア・センター主催
国際シンポジウム（韓国・ソウル、2009 年
度）などで、研究参加者が成果報告をしたほ
か、特に重要な実績としては、本研究組織が、
同様な研究課題を検討している、オーストラ
リア国立大学の東北アジア研究プロジェク
ト（代表者は、Robert Cribb ANU教授）と合
同 で Workshop: Mapping the History of 
Northeast Asia（オーストラリア・キオアラ、
2008 年度）を開催した。さらにThe 54th 
International Conference of Eastern Studies（東
京、2009 年度）において、海外からも研究者
を招聘して、研究参加者を中心に、一部会を
組織した。あわせて、 
 
（4）研究活動の成果報告の一環として、19
世紀末に朝鮮王朝政府の顧問をつとめた米



国人Ｏ・Ｎ・デニーが、当時の東北アジア
国際関係を論じた英文著作で、今日では古
典的な史料的価値をもつ、『清韓論／China 
and Korea』の英文テクスト校訂本および日
本語訳注を出版した。 

 
以上の成果をもとに、研究課題をさらに発展
させるために、国際共同研究を企画・準備し
ている。 
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